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創
立
65
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会

第
六
十
五
代
理
事
長

渡
邊
祐
輝

第
六
十
五
代
理
事
長

渡
邊
祐
輝

第
六
十
五
代
理
事
長

渡
邊
祐
輝

　

令
和
７
年
７
月
27
日
、

一
般
社
団
法
人
飯
田
青
年

会
議
所
、
創
立
65
周
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

65
年
間
と
い
う
長
き
に
渡
り
飯
田
青
年
会
議
所

を
支
え
て
頂
い
た
諸
先
輩
方
、
各
種
関
係
団
体
、

そ
し
て
地
域
の
皆
様
へ
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
を
お

伝
え
す
る
場
と
し
て
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
飯

田
青
年
会
議
所
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
す
る
こ
と
に

よ
る
決
意
表
明
の
場
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
一
度
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
ご
臨
席

い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
飯
田

青
年
会
議
所
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ま

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
度
の
理

事
長
の
職
を
担
う
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
ご
臨
席
い
た
だ
く
皆
さ
ま
に
最

大
限
の
感
謝
を
伝
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が

私
の
理
事
長
と
し
て
の
最
大
の
関
心
事
で
ご
ざ
い

ま
し
た
。
１
年
間
か
け
て
考
え
思
い
至
っ
た
こ
と

と
し
て
、
現
在
の
飯
田
青
年
会
議
所
の
色
を
大
い

に
盛
り
込
み
、
そ
れ
を
ご
臨
席
の
皆
様
に
余
す
こ

と
な
く
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
と
結
論
づ

け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
記
念
式
典
、
祝
賀
会
と

は
少
し
毛
色
の
違
う
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
に
し
か

出
せ
な
い
色
（
主
に
は
現
役
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
各

種
発
表
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
を
盛
り
込
む
こ
と

で
、
私
達
に
し
か
で
き
な
い
お
も
て
な
し
と
、
こ

創
立
65
周
年

記
念
式
典
・
祝
賀
会

次
代
への
架
け
橋
委
員
会

委
員
長

池
田
慎
太
郎

次
代
への
架
け
橋
委
員
会

委
員
長

池
田
慎
太
郎

次
代
への
架
け
橋
委
員
会

委
員
長

池
田
慎
太
郎

　

飯
田
青
年
会
議
所
創
立

65
周
年
記
念
式
典
お
よ
び

祝
賀
会
を
、
盛
大
か
つ
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り
歩
ん
で
き
た
歴
史

を
振
り
返
り
、
多
く
の
先
輩
方
の
情
熱
と
ご
尽
力

に
改
め
て
感
謝
を
抱
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様

や
関
係
各
所
の
ご
支
援
あ
っ
て
の
今
日
で
あ
る
こ

と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
数
の
ご
来
賓
、Ｏ
Ｂ
の
皆
様
、
そ
し
て

現
役
メ
ン
バ
ー
が
一
堂
に
会
し
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
未
来
へ
の
思
い
を
共
有
で
き
ま
し
た
。

渡
邉
理
事
長
の
も
と
、「
ご
来
場
の
皆
さ
ま
に
わ
か

り
や
す
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
式
典
と
、
心
か

ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
祝
賀
会
」
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
作
り
上
げ

た
こ
と
は
大
き
な
誇
り
で
す
。

　

準
備
の
過
程
で
は
困
難
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一

人
ひ
と
り
が
役
割
を
果
た
し
、
互
い
に
支
え
合
う

れ
ま
で
の
感
謝
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
式
典
を
作
り
上
げ
て
い
く
中
で
、
私

達
は
飯
田
青
年
会
議
所
の
歴
史
の
深
さ
と
、
こ
の

ま
ち
に
対
す
る
数
々
の
貢
献
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

私
達
現
役
メ
ン
バ
ー
は
当
組
織
へ
の
誇
り
と
、
こ

の
ま
ち
の
発
展
に
対
す
る
責
務
を
改
め
て
こ
の
身

に
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
私
達
一
般
社
団
法
人
飯
田
青
年
会

議
所
は
、
こ
の
ま
ち
の
明
る
い
豊
か
な
輝
か
し
い

社
会
へ
の
発
展
に
向
け
て
、
全
力
で
ま
ち
づ
く
り

に
臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
行

委
員
長
と
し
て
大
役
を
無
事
に
全
う
で
き
た
こ
と

に
深
い
安
堵
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
多
く
の
ご
協

力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
喜
び
と
共
に
、
培
わ

れ
て
き
た
伝
統
と
精
神
を
次
代
へ
と
繋
ぎ
、
地
域

の
発
展
に
さ
ら
に
寄
与
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に

し
て
お
り
ま
す
。

２０２５年８月　⑵vol.６５　No.６９５ 未　来　８　月　号



第
6
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲

長
野
県
大
会
・

第
6
回
わ
ん
ぱ
く
女
子
相
撲

長
野
県
大
会

L
e
a
d
e
r
s
委
員
会

副
委
員
長

松
尾
明
則

L
e
a
d
e
r
s
委
員
会

副
委
員
長

松
尾
明
則

L
e
a
d
e
r
s
委
員
会

副
委
員
長

松
尾
明
則

　

６
月
22
日
（
日
）、
南
長

野
運
動
公
園
相
撲
場
に
て
、

南
長
野
Ｊ
Ｃ
主
催
に
よ
る
「
第
６
回
わ
ん
ぱ
く
相

撲
長
野
県
大
会
」
な
ら
び
に
「
第
６
回
わ
ん
ぱ
く

SUMMER CONFERENCE
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L
e
a
d
e
r
s
委
員
会

森
山
万
里

L
e
a
d
e
r
s
委
員
会

森
山
万
里

L
e
a
d
e
r
s
委
員
会

森
山
万
里

　

７
月
18
日
（
金
）、
19
日

（
土
）
の
二
日
間
、
神
奈
川

県
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
開
催
さ
れ
た
「
サ
マ
ー

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２
５
」
に
、
渡
邉
理
事
長
、

佐
々
木
副
理
事

長
、
小
林
委
員
長

と
共
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

18
日
の
ブ
ロ
ッ

ク
ナ
イ
ト
で
は
、

長
野
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会 

原
明
彦
会

長
を
は
じ
め
多
く

の
皆
様
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

19
日
に
は
複
数

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
や
眠
る
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。特
に
小
林
委
員
長
が
登
壇
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
飯
田
Ｊ
Ｃ
の
取
組
を
多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
け
た
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
さ

ら
に
価
値
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
中
学
生

に
よ
る
堂
々
た
る
発
表
に
感
銘
を
受
け
、
若
い
世

代
の
力
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
や
交
流
の
場
を
通
じ
、
学
び
と
刺
激

に
満
ち
た
二
日
間
と
な
り
、
大
変
有
意
義
な
経
験

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
子
相
撲
長
野
県
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
飯
田
Ｊ
Ｃ
、
南
長
野
Ｊ
Ｃ
、
塩

尻
Ｊ
Ｃ
、
佐
久
Ｊ
Ｃ
、
諏
訪
圏
Ｊ
Ｃ
の
５
Ｌ
O
Ｍ

で
行
わ
れ
た
地
区
大
会
を
勝
ち
上
が
っ
た
、
男
女

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
各
１
・
２
位
の
選
手

が
出
場
し
ま
し
た
。
飯
田
Ｊ
Ｃ
か
ら
は
９
名
が
出

場
し
、
応
援
に
も
熱
が
入
り
、
会
場
は
手
に
汗
握

る
熱
戦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
男
子
の
部
で
は
惜
し
く
も
全
国
大
会

出
場
に
は
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
女
子
の
部
で

は
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
４
年
女
子
の

部
で
は
優
勝
と
準
優
勝
を
独
占
し
、
さ
ら
に
５
年

女
子
の
部
で
も
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
こ
の

結
果
、
９
月
22
日
（
日
）
に
青
森
県
八
戸
市
で
開

催
さ
れ
る
女
子
全
国
大
会
へ
は
、
２
名
が
出
場
い

た
し
ま
す
。
全
国
の
舞
台
で
も
力
を
存
分
に
発
揮

し
、
悔
い
の
な
い
相
撲
を
取
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
大
会
へ
の
出
場
に
あ
た
り
、
多
大
な

る
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
松
尾
相
撲
ク
ラ
ブ
の
皆

様
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
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ABOUT ME

ABOUT ME

名前

職業

座右の銘・
好きな言葉

自身の性格

特技・趣味・
マイブーム

ＪＣ活動に
おける抱負

入会の動機

登山、ゴルフ、読書

地元で面白い活動をしている団体がいる
なと思っていたところ、中学時代の先輩
に誘っていただき入会を決めました。

実るほど頭を垂れる稲穂かな

好奇心旺盛

原　尚史（はら　なおふみ）
株式会社　原鉄

名前

南信州の未来をつくる原動力になりたいと考
えております。9月例会では、豊橋・浜松の
LOＭとともに三遠南信自動車道青崩峠トン
ネルを視察する予定です。JCからまちづくり
への機運を高めていきたいと思います。

職業

座右の銘・
好きな言葉
自身の性格
特技・趣味・
マイブーム

ＪＣ活動に
おける抱負

入会の動機

野球観戦

衆議院議員を務めるうえで、南信州のことを
より深く知りたい。さらにリニア三遠南信時代
の南信州を担うこととなる若手経営者の皆さ
んとともに、このまちの未来をともに考え、つく
りだしていきたいと思いました。

至誠通天（意：真心を尽くせば、その願い
や努力は天に届き、必ずや報われる）
明るい。前向き

福田　淳太（ふくだ　じゅんた）
衆議院議員

JC 活動を通して同年代の仲間たちと切
磋琢磨しつつ、自分が生まれ育った飯
田下伊那の活性化に貢献したいと思い
ます。

JC 活動を通して同年代の仲間たちと切
磋琢磨しつつ、自分が生まれ育った飯
田下伊那の活性化に貢献したいと思い
ます。

私について
紹介します！

私について
紹介します！

新会員紹介
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